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小中接続の視点から見た図形の包摂関係の取り扱い
――過去の取り扱い方の変化から示唆される論点――
小 泉 健 輔
（受理日 2014年 9月 30日，受稿日 2014年 12月 18日）
Teaching Inclusion Relations between Geometric Figures from
 










































































































































































長 方 形 四つの角が直角である四角形
平行四辺形 向かい合った二組の辺が平行な四角形































































ひ し 形 等辺で、角が直角でない四角形
図２ 排他的に定義した場合の図表示


























































活、生 のず か事 視点ま 。学の らえらと る象を数
成、 形念こして 活 概そ 成の し動を通の て、構析分 や
を 対してし に後に、学習した内容最ていく 、数。 学
れさ る。が られ与え 義が称 、定の名
必要を感の または論理的な定義 、児童 いしじな
な定は厳密実際この段階で がないわけ義の必要 あで
、 形を長方 し得るは ら正確に他の図形か 弁別る。要





























































ら中学校 取校、小学 のか 扱り
高と きに度 ぎる学 すこ は程であり、小 校で 思得る と
方長とは、 形は形 るれる。小学 正方わ 異な校で 応一
。ろあ当で図 うとして形 のが妥 ）扱う （②
り進んだよ 見つえ方や数 かたをな考 理のし処的学
け す 般だ 関の を明た 係一、図形概念の特殊・にはめ
とこ あるら で要なすることは極めて重に 形方。か 正
あったり、長方形の特殊な のでが が直方体方立も 体
をの ること に、すな であ ことなしの特 理も 解する殊






に保持か れていさ ことを知り、そこる 形に正方 長は
る方形の特殊として位置づいて 。（③）く










































































校 理な学 的小 の包の場合は、図形 係が摂関 解般一
で校学困難 中になることは ろうであ ま証。 じ論 はが







て なこ重要方とし る（⑥）…でと あ
（ ）略中
そ、集 の念を…各概 て理解合の上に立っ ることす は
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